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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
筐体を備えるＸ線システム（１００）に使用するために構成されている状態表示装置（１
８０）であって、
前記Ｘ線システム（１００）の前記筐体に配置され、Ｘ線システム（１００）の周りにあ
り且つ該システムに関連した音響情報を収集するように構成され且つ配置されている音響
受信器（１５０）と、
前記音響受信器（１５０）に結合されていて、前記収集された音響情報を表す信号を受け
取る処理装置（１５５）と、
前記処理装置（１５５）に結合され且つそれに応答する信号音発生器（１４０）であって
、Ｘ線システム（１００）の規定された状態に応答して音響信号音を発生するように構成
されている信号音発生器（１４０）と、
前記信号音発生器（１４０）及び前記処理装置（１５５）に結合されていて、前記音響信
号音を前記収集された音響情報から区別できるようにする一組の音響特性を動的に作成す
るための調節機構（１６０）と、
を有しており、
前記収集された音響情報は、音響信号音の音響情報を含んでおり、
前記処理装置（１５５）は、音響信号音の音響情報が周囲の音響情報から区別可能である
ことを確認するように構成されており、
前記収集された音響情報は更に、前記処理装置（１５５）に応答する視覚的表示器（１７
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０）を含んでおり、
前記処理装置（１５５）は、前記音響受信器（１５０）が収集した前記収集された音響情
報がＸ線システム（１００）の構成要素である陽極の回転モータの修理の必要性を表して
いるかどうか判定するように構成されており、また
前記処理装置（１５５）は、前記収集された音響情報がＸ線システム（１００）の構成要
素の修理の必要性を表していると判定したことに応答して、視覚的表示器（１７０）を作
動するように構成されている、
状態表示装置（１８０）。
【請求項２】
前記処理装置（１５５）は、前記信号音発生器（１４０）からの音響信号音の音響特性を
、前記処理装置（１５５）により作成された一組の音響特性と比較し、前記音響信号音の
音響情報が前記信号音発生器（１４０）の修理の必要性を表しているかどうか判定するよ
うに構成される、請求項１記載の装置（１８０）。
【請求項３】
前記一組の音響特性は、音響信号音の強度、音響信号音の周波数、音響信号音のボリュー
ム及び音響信号音の持続時間の内の少なくとも１つを含んでいる、請求項１または２に記
載の装置（１８０）。
【請求項４】
前記規定された状態は前記Ｘ線システム（１００）によるＸ線の送出を含んでいる、請求
項１乃至３のいずれかに記載の装置（１８０）。
【請求項５】
筐体を備え、対象物のＸ線画像を提供するように構成されているＸ線システム（１００）
であって、
Ｘ線を送出するように構成されているＸ線管組立体（５８）と、
対象物を透過したＸ線を検出するために前記Ｘ線管組立体（５８）に対向して配置された
Ｘ線検出器組立体（６０）と、
前記Ｘ線システム（１００）の前記筐体に配置され、
Ｘ線システム（１００）の周りにあり且つ該システムに関連した音響情報を収集するよう
に構成され且つ配置されている音響受信器（１５０）と、
前記音響受信器（１５０）に結合されていて、前記収集された音響情報を表す信号を受け
取る処理装置（１５５）と、
前記処理装置（１５５）に結合され且つそれに応答する信号音発生器（１４０）であって
、Ｘ線システム（１００）の規定された状態に応答して音響信号音を発生するように構成
されている信号音発生器（１４０）と、
前記信号音発生器（１４０）及び前記処理装置（１５５）に結合されていて、前記音響信
号音を前記収集された音響情報から区別できるようにする一組の音響特性を動的に作成す
るための調節機構（１６０）と、
を有しており、
前記収集された音響情報は、Ｘ線システム（１００）の周りにあり且つ該システムに関連
した周囲の音響情報を含んでおり、
前記収集された音響情報は音響信号音の音響情報を含んでおり、
前記処理装置（１５５）は、音響信号音の音響情報が周囲の音響情報から区別可能である
ことを確認するように構成されており、
前記システム（１００）は更に、前記処理装置（１５５）に応答する視覚的表示器（１７
０）を含んでおり、
前記処理装置（１５５）は、前記音響受信器（１５０）が収集した前記収集された音響情
報が前記Ｘ線システム（１００）の構成要素である陽極の回転モータの修理の必要性を表
しているかどうか判定するように構成されており、また
前記処理装置（１５５）は、前記収集された音響情報が前記Ｘ線システム（１００）の構
成要素の修理の必要性を表していると判定したことに応答して、視覚的表示器（１７０）
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を作動するように構成されている、
Ｘ線システム（１００）。
【請求項６】
請求項５に記載のＸ線システム（１００）に使用するための方法であって、
Ｘ線システム（１００）の周りにあり且つ該システムに関連した音響情報を受け取る段階
（３１０）と、
前記音響情報を処理する段階（３２０）と、
前記音響情報の処理に応答して音響信号音を発生する段階（３３０）と、
前記受け取った音響情報から区別できるように前記音響信号音を調節する段階（３４０）
と、
前記Ｘ線システム（１００）の構成要素の故障があるかどうか決定する段階と、
を有する方法。
【請求項７】
Ｘ線システム（１００）の周りにあり且つ該システムに関連した音響情報を受け取る前記
段階（３１０）は、前記Ｘ線システム（１００）に関連した音響信号音の音響情報を受け
取る段階（３１０）を含んでいる、請求項６記載の方法。
【請求項８】
更に、
ユーザによる前記音響信号音の変更の指示を受け付ける段階と、
前記指示に応じて前記音響信号音を調節する段階と、
を含んでいる請求項６または７に記載の方法。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に云えば、Ｘ線システムの状態の表示に関するものであり、具体的に
は、Ｘ線システム状態信号音発生に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　或るＸ線システムでは、信号音(tone)及び信号灯(light) により、Ｘ線照射が進行中で
あることを表示している。例えば移動式Ｘ線システムのようなＸ線システムは、多数の警
報器又はモニタのような音響信号音(audio tone)を発生する他の装置を含んでいると共に
、例えば人工呼吸器及び静脈内ポンプによって発生されることのある周囲の背景雑音を含
む、病院のような多数の環境内で利用することができる。移動式Ｘ線システムは、例えば
、集中治療室、手術室、緊急治療室及び新生児治療室のような、様々な種類及びレベルの
背景雑音を持つ多数の異なる室内で使用されることがある。
【０００３】
このような環境では、Ｘ線照射に応答して発生された信号音を室内の他の雑音から区別す
ることは困難なことがある。Ｘ線システムが使用される室内の雑音の種類及び強度に依存
して、Ｘ線システムの照射に関係する特定の信号音は区別するのが困難なことがある。信
号音のボリュームは室内の他の雑音よりも充分に大きいボリュームに変えることができる
けれども、ユーザが、例えば眠っている患者の中に呼吸管が適切に位置決めされたのか判
定するためにＸ線撮影する場合のような全ての状況でボリュームを非常に高くすることを
欲しないことがある。Ｘ線システムのオペレータが照射が生じたことを了解していない場
合、オペレータは検査を再度行うことを決定することがあり、これは期待通りではない画
像を生じさせる可能性がある。
【特許文献１】米国特許第７２３９６８５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　従って、当該分野では上記のような欠点を克服したＸ線状態表示手法が必要とされてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態は、Ｘ線システムに使用するために構成された状態表示装置を含む
。この装置は、音響受信器と、処理装置と、信号音発生器と、調節機構とを有する。音響
受信器は、Ｘ線システムの周りにある音響情報を収集するように構成され且つ配置されて
いる。処理装置は、音響受信器に結合されていて、前記収集された音響情報を表す信号を
受け取る。信号音発生器は、処理装置に結合され且つそれに応答し、またＸ線システムの
規定された状態に応答して音響信号音を発生するように構成されている。調節機構は、信
号音発生器及び処理装置に結合されていて、音響信号音を前記収集された音響情報から区
別できるようにする一組の音響特性を動的に作成する。
【０００６】
　本発明の別の実施形態は、Ｘ線を送出するように構成されているＸ線管組立体と、対象
物を透過したＸ線を検出するためにＸ線管組立体に対向して配置されたＸ線検出器組立体
とを持つＸ線システムを含む。Ｘ線システムはまた、音響受信器と、処理装置と、信号音
発生器と、調節機構とを含む。音響受信器は、Ｘ線システムの周りにある音響情報を収集
するように構成され且つ配置されている。処理装置は、音響受信器に結合されていて、前
記収集された音響情報を表す信号を受け取る。信号音発生器は、処理装置に結合され且つ
それに応答し、またＸ線システムの規定された状態に応答して音響信号音を発生するよう
に構成されている。調節機構は、信号音発生器及び処理装置に結合されていて、音響信号
音を前記収集された音響情報から区別できるようにする一組の音響特性を動的に作成する
。
【０００７】
　本発明の別の実施形態は、Ｘ線システムに使用するためのシステムを含み、本システム
は、Ｘ線システムの周りにあり且つＸ線システムに関連した音響情報を受け取る手段と、
収集された音響情報を表す信号を受け取る音響情報処理手段とを含む。本システムは更に
、Ｘ線システムの規定された状態に応答して且つ処理装置に応答して音響信号音を発生す
る手段と、音響信号音を前記収集された音響情報から区別できるようにする一組の音響特
性を作成することによって、音響信号音を調節する手段とを含む。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は方法を含み、本方法は、Ｘ線システムの周りにあり且つ該シス
テムに関連した音響情報を受け取る段階と、音響情報を処理する段階と、音響情報の処理
に応答して音響信号音を発生する段階とを含む。本方法はまた、受け取った音響情報から
区別できるように音響信号音を調節する段階を含む。
【０００９】
　以下、模範的な図面を参照して説明を行い、図面では同様な素子には同じ番号を付して
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の一実施形態では、周囲の雑音をサンプリングし且つＸ線照射信号音のボリュー
ムを周囲の雑音よりも所定量だけ大きくなるように動的に調節する能力を提供する。一実
施形態では、音響受信器及び処理装置が、周囲の雑音を所定の時間にわたってサンプリン
グし且つその情報を照射信号音に適用するように構成される。一実施形態では、信号音検
出器がまた、発生された照射信号音をサンプリングし、従って信号音発生器のための診断
能力を提供することができる。
【００１１】
　一実施形態では、音響受信器が装置の設計に取り入れられて、環境から音響入力を受け
取って、それを表すデータを処理装置へ送る。このデータは、照射信号音がシステムによ
って要求されるときのように、信号音発生器のボリューム・レベルを割り当てるために利
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用される。一実施形態では、処理装置は信号音発生器を制御する。更に、一実施形態では
、信号音発生の際、帰還ループが信号音自体を検出するように構成され、これは信号音発
生器が適正に機能していることを表示するように作用する。
【００１２】
　次に図１について説明すると、Ｘ線システム１００の模範的な実施形態が示されている
。一実施形態では、Ｘ線システム１００は移動式Ｘ線システム１００である。Ｘ線管組立
体５８が、Ｘ線を、例えば人体構造の一部分のような撮像対象物を通って、Ｘ線に感応し
且つＸ線管組立体５８に対向して配置されている検出器組立体６０へ向けて送出するよう
に構成されている。Ｘ線管組立体５８からのＸ線が撮像対象物を通過するとき、撮像対象
物内の様々な密度の構造要素が差別的にＸ線を減弱させる。差別的なＸ線減弱は検出器組
立体６０上に画像を生じさせ、該画像は撮像対象物内の構造要素を示す。ここで、図１に
は検出器組立体６０が、移動式Ｘ線システム１００の移動を容易に行い得るように、貯蔵
及び移動位置で示されていること、更に、検出器組立体６０が、破線で示されているよう
に、Ｘ線管組立体５８に対向して配置される他の位置へ移動可能であることが理解されよ
う。
【００１３】
　本発明の一実施形態を移動式Ｘ線システムとして説明しているが、本発明の範囲がそれ
に制限されないこと、及び本発明が、例えば、静止型Ｘ線システム、コンピュータ断層撮
影（ＣＴ）システム、磁気共鳴（ＭＲ）システム及び超音波システムのような、システム
の状態を表示するために信号音を発生する他の医用イメージング・システムにも適用され
ることが理解されよう。
【００１４】
　オペレータ用Ｘ線コンソール１３０がＸ線管組立体５８と信号通信関係にあり、このコ
ンソール１３０はＸ線管組立体５８を制御するように構成される。ハンドスイッチ１１０
がスイッチ・コードを介してコンソール１３０と信号通信関係にあり、またハンドスイッ
チ１１０はＸ線管組立体１２０によるＸ線照射を開始するためにコンソール１３０と通信
するように構成される。一実施形態では、ハンドスイッチ１１０は、Ｘ線システム１００
のオペレータによって保持されるように構成されている。一実施形態では、ハンドスイッ
チ１１０は無線接続を介してＸ線コンソール１３０と信号通信関係にある。
【００１５】
　本発明の一実施形態がＸ線コンソールに関連して信号通信関係にあるハンドスイッチを
持つものとして説明しているが、本発明の範囲がそれに制限されないこと、及び本発明が
、例えばコンソールに直接取り付けられたボタンのような、照射を行い且つ照射を開始す
るためにＸ線機械を準備するための他の方法を使用するＸ線システムにも適用されること
が理解されよう。
【００１６】
　Ｘ線照射を行うとき、業界規制の結果として、一実施形態ではＸ線の送出を表示するた
めに可聴表示（本書では、これを「信号音」とも呼ぶ）を用いる。これは、Ｘ線システム
１００内に配置した信号音発生器１４０により達成される。一実施形態では、信号音発生
器１４０は、例えば、ブザー、圧電回路、又は他の音響信号音発生器の内の少なくとも１
つである。信号音発生器１４０はまた少なくとも１つのスピーカーに結合することができ
る。上述の例は例示のためであって、本書で説明する本発明を制限するものでないことが
理解されよう。
【００１７】
　Ｘ線システム１００の近辺で利用される他の装置がＸ線システム１００で発生される信
号音に類似する信号音を発生する場合に、問題が生じることがある。他の装置で発生され
る信号音の量、強度及び周波数によっては、Ｘ線システム１００の信号音を区別するのが
困難なことがある。この困難さは、信号音がＸ線システム１００によって発生されてＸ線
の送出を表示しているか、すなわち、照射が生じたどうか、或いは信号音が環境内の他の
装置によって発生されたかどうかに関して、オペレータ１５０を不確実にすることがある
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。
【００１８】
　信号音の強度又はボリュームを増大することによって信号音を区別する困難さを解決し
ようとする試みは、Ｘ線システム１００の近くにいる患者や他人に対して不快感を与える
ほどに大きい信号音を生じさせることがあることが理解されよう。更に、信号音の強度又
はボリュームを過大に増大することは、Ｘ線システム１００が使用される環境での周囲の
雑音レベルを大きくするに過ぎない。
【００１９】
　一実施形態では、Ｘ線システム１００は、Ｘ線システム１００で使用するために構成さ
れた、参照数字１８０で示した囲み内の構成部品で表される状態表示装置を含む。この状
態表示装置１８０は、音響受信器１５０と、信号音発生器１４０と、処理装置１５５と、
調節機構１６０と、少なくとも１つのスピーカーとを含む。状態表示装置１８０はまた視
覚的表示器１７０を含むことができる。音響受信器１５０は前記処理装置１５５に結合さ
れていて、Ｘ線システム１００の周りにあり且つ該システムに関連した音響情報を収集す
るように構成され且つ配置されている。一実施形態では、収集された音響情報は、Ｘ線シ
ステム１００を囲む環境内に存在することのある音のような周囲の音響情報（以後、「背
景雑音」とも呼ぶ）を含む。周囲の音響情報の例としては、これらに限定されないが、例
えばＸ線システム１００の近くの人による背景となる会話、Ｘ線システム１００の近くの
機器の他の部品によって発生されることのある信号音、直ぐ傍における機器の運搬によっ
て生じる雑音、及び人工呼吸器及び静脈内ポンプのような機器のモータの動作する音が含
まれる。一実施形態では、収集された音響情報は、以下に詳しく述べるような、Ｘ線シス
テムからの音響信号音の音響情報を含む。
【００２０】
　一実施形態では、処理装置１５５は、音響受信器１５０によって収集された音響情報を
表す信号を受け取るように構成されている。処理装置１５５は背景雑音の特性を評価する
ように構成されていると共に、Ｘ線システム１００からＸ線照射の発生を表示するために
使用される音響信号音について、収集された背景雑音から音響信号音を区別できるように
する一組の音響特性を作成するように構成されている。一実施形態では、処理装置１５５
は背景雑音の特性を評価するように構成されていると共に、音響信号音の強度と、音響信
号音の周波数と、音響信号音のボリュームと、音響信号音の持続時間と、Ｘ線システム１
００を囲む環境内の背景雑音から区別することのできるような不連続の又はパルス状の信
号音を供給する能力との内の少なくとも１つを含んでいる一組の音響特性を作成するよう
に構成されている。一実施形態では、調節機構１６０は信号音発生器１４０及び処理装置
１５５に結合されていて、収集された背景雑音から音響信号音を区別できるようにする一
組の音響特性を動的に作成し又は変更するために構成されている。
【００２１】
　調節機構を外部制御装置として示した本発明の一実施形態を説明したが、本発明の範囲
がそれに制限されないこと、及び本発明がまた、例えば内部制御装置とすることのできる
調節機構を持つＸ線システムに適用されることが理解されよう。
【００２２】
　一実施形態では、処理装置１５５はマイクロプロセッサである。マイクロプロセッサを
持つ本発明の一実施形態を説明したが、本発明の範囲がそれに制限されないこと、並びに
本発明がまた、例えばマイクロコントローラ、現場でプログラム可能なゲート・アレイ（
ＦＰＧＡ）、及び本書に開示した処理タスクを遂行するのに適した任意の素子のような別
の処理手段を持つＸ線システムに適用されることが理解されよう。
【００２３】
　一実施形態では、信号音発生器１４０は処理装置１５５に結合されて該処理装置１５５
に応答し、且つＸ線システム１００の規定された状態に応答して音響信号音を発生するよ
うに構成される。一実施形態では、規定された状態には、例えばハンドスイッチ１１０上
の照射スイッチの作動に応答するような、Ｘ線システムによるＸ線の送出が含まれる。別
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の実施形態では、規定された状態には、照射のためのＸ線システム１００の準備、又はＸ
線の送出が含まれる。一実施形態では、処理装置１５５は、Ｘ線システムの２つ以上の状
態を表示するために信号音についての二組以上の音響特性を規定するように構成される。
一実施形態では、処理装置１５５は、Ｘ線システム１００の状態を表示するために音響信
号音の音響特性のユーザによる選択を可能にするように構成される。一実施形態では、処
理装置１５５は、背景の周囲の雑音から区別できるように作成された少なくとも１つの信
号音を、選択のためにユーザに供給するように構成される。これにより、ユーザは背景雑
音から一層容易に区別できるような信号音を選択することが可能になる。
【００２４】
　一実施形態では、音響受信器１５０は、音響信号音の音響情報を収集し、且つ音響信号
音の音響情報を評価のために処理装置１５５に供給するように構成される。理解されるよ
うに、一実施形態では、音響信号音の音響情報の収集により、処理装置１５５は、音響信
号音の音響情報が、それを周囲の音響情報すなわち背景雑音から区別することができるよ
うに作成された一組の音響特性を持つように首尾よく発生されたこと、を確認することが
できる。
【００２５】
　信号音発生器１４０が処理装置１５５により作成された一組の音響特性を持つ音響信号
音を発生し損なうと、信号音発生器１４０の修理の必要性が表示される可能性が高いこと
が理解されよう。一実施形態では、処理装置１５５は、実際の信号音の音響特性を、処理
装置１５５により作成された一組の音響特性と比較して、音響信号音の音響情報が信号音
発生器１４０の修理の必要性を表しているかどうか判定するように構成される。一実施形
態では、視覚的表示器１７０が処理装置１５５に応答し、処理装置１５５は音響信号音の
音響情報が信号音発生器１４０の修理の必要性を表しているとの判定に応答して視覚的表
示器１７０を作動するように構成される。
【００２６】
　別の実施形態では、処理装置１５５は、収集された音響情報がＸ線システム１００の修
理の必要性を表しているかどうか判定するために、収集された音響情報を評価するように
構成される。一実施形態では、処理装置１５５は、収集された音響情報の発生、周波数、
強度及び傾向を評価して、音響情報がＸ線システム１００によって生成されているかどう
か、また、例えば、移動式ユニットの車輪が軋んでいる場合、また陽極の回転モータが許
容可能な大きさよりも大きい雑音を発生している場合のように、音響情報が潜在的な修理
の必要性の可能性が増大していることを表すような態様で変化しているかどうか判定する
ように構成される。一実施形態では、処理装置１５５は、収集された音響情報が修理の必
要性を表しているとの判定に応答して、視覚的表示器１７０を作動するように構成される
。この診断能力の結果として、状態表示装置１８０はＸ線システム１００について予測保
全を行うことを可能にし、もって予想外の修理要求によって惹起される可用性の低下に関
連したコストを減少させることが理解されよう。視覚的表示器として信号灯を持つ本発明
の一実施形態を示しているが、本発明の範囲がそれに制限されないこと、並びに本発明が
、例えば、操作スクリーン上のメッセージ、色を変えるように構成されている表示器、及
び修理の必要性を表示するために回転するように構成されているホイール（車輪）のよう
な、他の視覚的表示器を持つＸ線システムに適用されることが理解されよう。
【００２７】
　次に図２について説明すると、状態表示システム１８０の構成部品及び動作を表すブロ
ック図を示している。一実施形態では、音響受信器１５０は、信号音発生器１４０によっ
て生成された信号音を含む、Ｘ線システム１００の周りの音響情報を受け取るように構成
される。音響情報は処理装置１５５に利用可能にされ、処理装置１５５は、音響情報を評
価して、背景の周囲の雑音から区別可能である少なくとも１つの信号音についての一組の
音響特性を決定するように構成される。処理装置１５５は、Ｘ線システム１００の適切な
状態に応答して、背景の周囲の雑音から区別可能であるような音響信号音を信号音発生器
１４０によって発生することを開始させるように構成される。一実施形態では、スピーカ
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ーは信号音発生器１４０に応答して信号音を生成する。
【００２８】
　一実施形態では、調節機構１６０は、音響信号音を背景の周囲の雑音から区別するため
に処理装置１５５によって決定された一組の音響特性の内の少なくとも１つをユーザが動
的に変更することができるように構成される。一実施形態では、音響受信器１５０及び処
理装置１５５は、信号音発生器１４０の適正な動作を評価するために信号音検出器１６１
として機能するように構成される。すなわち、一実施形態では、音響受信器１５０及び処
理装置１５５は、信号音発生器１４０によって発生された信号音の音響特性を評価して、
該信号音が背景雑音から区別することができることを確認するように構成される。一実施
形態では、信号音が背景雑音から区別することができないとの判定に応答して、処理装置
１５５は信号音発生故障信号１６２を開始するように構成される。一実施形態では、信号
音発生故障信号１６２の開始は、視覚的表示器１７０を作動するように構成される。
【００２９】
　上記のことから見て、Ｘ線システム１００はシステム状態表示方法を遂行している。こ
こで図３について説明すると、本方法の一実施形態の流れ図３００を示している。
【００３０】
　一実施形態において、本方法は、Ｘ線システムの周りにあり且つ該システムに関連した
音響情報を受け取る段階３１０と、音響情報を処理する段階３２０と、音響情報の処理に
応じて音響信号音を発生する段階３３０とを含む。本方法は更に、受け取った音響情報か
ら区別できるように音響信号音を調節する段階３４０を含む。一実施形態では、Ｘ線シス
テムの周りにあり且つ該システムに関連した音響情報を受け取る段階は、Ｘ線システムに
関連した音響信号音の音響情報を受け取る段階を含む。一実施形態では、方法は更に、信
号音発生故障があるかどうか判定する段階を含む。
【００３１】
　開示したように、本発明の或る実施形態は以下の利点、すなわち、周囲の背景雑音から
区別できる状態表示信号音を供給する能力、信号音発生器の適正な動作を確認する能力、
予防保全修理情報を供給する能力、ユーザが特定の信号音を選択できるようにする能力、
及び予想外の修理の必要性によるシステムの停止時間を低減する能力の内の幾つかを含む
ことができる。
【００３２】
　本発明を模範的な実施形態について説明したが、当業者には、本発明の範囲から逸脱す
ることなく、様々な変更を為すことができ、且つ構成要素を等価物と置換することができ
ることが理解されよう。更に、本発明の範囲から逸脱することなく、特定の状況又は材料
を本発明の教示に適合させるように多数の修正をなすことができる。従って、本発明は、
発明を実施するための最良の又は唯一の形態として開示した特定の実施形態に制限されず
、また本発明は特許請求の範囲内に入る全ての実施形態を含むものである。また、図面及
び明細書に本発明の模範的な実施形態を開示しており、また特定の用語を用いているが、
それらは特記しない限り制限する目的ではなく一般的且つ記述的な意味でのみ使用してお
り、従って、本発明の範囲はそれに制限されるものではない。更に、第１、第２などの用
語の使用は順序や重要性を表しているものではなく、むしろ第１、第２などの用語は一要
素を別の要素から区別するために用いている。また更に、数を特記していない用語はその
項目が１つであることを表しているのではなく、むしろその項目が少なくとも１つ存在し
ていることを表す。また、図面の符号に対応する特許請求の範囲中の符号は、単に本願発
明の理解をより容易にするために用いられているものであり、本願発明の範囲を狭める意
図で用いられたものではない。そして、本願の特許請求の範囲に記載した事項は、明細書
に組み込まれ、明細書の記載事項の一部となる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態による模範的なＸ線システムの概要図である。
【図２】本発明の一実施形態による模範的なシステムのブロック図である。
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【図３】本発明の一実施形態による模範的な方法の流れ図である。
【符号の説明】
【００３４】
　５８　Ｘ線管組立体
　６０　検出器組立体
　１００　Ｘ線システム
　１１０　ハンドスイッチ
　１３０　Ｘ線コンソール
　１４０　信号音発生器
　１５０　音響受信器
　１５５　処理装置
　１６０　調節機構
　１７０　視覚的表示器
　１８０　状態表示装置

【図１】 【図２】
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